
首都直下型地震
国は、2013年12月公表段階で、マグニチュード7程度の大地震「首都直下型地震」によって、死者はおよそ２万3,000人。
そのうち約7割１万6,000人が火災が原因で死亡すると想定。都はまもなく、新たな被害想定を公表する予定で、住宅の耐震化や不燃化が進んで、
倒壊や火災による被害率は低くなるとみられます。だからといってもちろん安心ではありません。生活には大きな影響が確実にあります。高齢化に伴い、
在宅避難や避難所等での生活で、肉体的・精神的な疲労、持病の悪化などで死亡する「震災関連死」が深刻な問題になると言われています。

災害時の連絡方法
災害時には多くの人が一斉に電話をか
けるため、つながりにくくなります。そこ
で帰宅せずに家族に連絡を取れる手段
を用意しておくことが必要です。

自分一人だけで覚えていても使えない！ 

いざというときに向け「今」から家族で共有を！

①災害用伝言ダイヤル ＜171＞
音声案内に従って連絡を取りたい電話番号を入
力。伝言を録音したり、再生したりできます。録音で
きる時間は30秒間だけ。自分の名前、現在地、誰と
いるか、次にいつ伝言をするかを伝えることが大切
です。公衆電話からは比較的つながりやすい。

②災害用伝言板 （web171）
インターネット上の伝言板です。伝言を
100文字以内で登録、閲覧できます。

③携帯電話各社による災害用伝言板
携帯電話会社各社が提供する災害用伝言板もあります。
お持ちの機種で事前に使い方を確認しておきましょう。

被災したら 帰宅が困難になることも 〜そのとき、あなたは…

「帰らなければ…」帰宅動機の軽減

法律上、各自治体は、「避難者の健康
が維持されること」を目標に、避難所の
良 好な居 住性を整備する努力義務が
あります。文京区はまだまだ道半ば。区
は、避難所の質の向上を図ることが喫
緊の課題です。

（内閣府・防災情報のページより）

1	地震による揺れから身を守る
	 耐震化、家具固定、「最低3日間、推奨1週間」の水・食料等の備蓄等
2	遅れて発生する市街地火災からの適切な避難
	 火災を認知してから避難行動を開始するのではなく「火を見ず早めの避難」を心がける。
3	地震発生後の自動車利用の自粛への理解と協力
	 深刻な交通マヒに対する自動車利用の自粛の啓発
4	『通勤困難』を想定した企業活動等の回復・維持
	 交通インフラの損傷による「通勤困難」が一定期間発生するおそれのあることを想定する。

※人が密集したと
きに１人が倒れる
ことで、周りが雪
崩を打つように転
倒してしまうこと

被災者

遠方の
知人・親戚など

被災者
首都で生活をする各人の取組

「助かったいのち」
災害関連死で亡くさせない

「災害時だから仕方がない」ではなく、様々なストレ
スにさらされることなく、健康を害することなく、明
日に活力を持てるような環境を整えるのが自治体
の責務です。一人ひとりの健康を守り、関連死を防
ぐための整備を求めます。

多くの建物が倒壊し、火災も起き、余
震も頻発する大規模震災時に、帰宅
することは命に係わる問題。首都直
下地震帰宅困難者等対策検討委員
会座長、東大大学院・廣井悠教授（都
市防災）は、「何とかして家に帰ろう
としないで」「あなたのためにも、あ
なたの大切な人のためにも、職場や安
全な場所に留まる『帰らない』という
選択を」と、警報を鳴らします。理由
の一つは救命・救助に向かう消防車
や救急車などの緊急車両が迅速に活
動することを妨げる加害者になるこ
と。さらには、満員電車並みの混雑の
発生も想定されることからも、人が密
集したときに、道路の段差などに一人
がつまずき倒れることで、周りが雪崩
（なだれ）を打つように転倒してしま
う『群集雪崩』に巻き込まれる可能性
もあり自分が被害者にもなりえます。

帰宅困難者の３～４割はは子育てや介護等
の理由で帰宅する動機があると推定されま
す。「なぜ帰宅したいのか」の背景をさぐり

「帰宅しなくても大丈夫」と少しでも安心
感を抱き、群集雪崩等の二次被害に巻き込
まれることないように、自治体として施策
を検討する必要性があります。

人が多そうな場所に行かない
廣井教授は、「『情報があるかもし
れない』と、駅などに一斉に多くの
人が殺到することも考えられるが、
自らの命を危険にさらさないため
にも、なるべく行かないでくださ
い」と注意喚起されます。そして、自
治体や職場等が用意している「一
時滞在施設」※に移動することを専
門家の知見として推奨されます。

「落ち着くまで帰らない」が
原則。「落ち着く」とは？
廣井教授は、地震の状況にもよ
るが、「火災その他の二次災害が
ある程度落ち着き、公共交通機
関が復旧してから『徐々』に帰る
のが重要」と。復旧後に誰もが動
き始めると混乱が生じ危険であ
るからです。また、行政や会社か
らの指示に従い帰宅行動を行う
こと」も重要と話されます。

現状は、小中学校、幼稚園・
保育園は、少なくとも1日３
食分の食事が備蓄されてい
ます。高齢者・障害者施設で
も備蓄しています。小中学
校、保育園・幼稚園等におけ
る児童生徒の安否について
はフェアキャスト等を使用
して速やかに保護者に連絡
する体制を設けています。今
後、さらに様々な状況を想
定した備蓄・連絡体制等を
検討していくとのことです。

※【一時滞在施設】	 �庁舎、大規模な体育館など公の施設のほか、民間企業のエントランスホールや会議室、ホ
テルのロビーなどの一部が、災害時に一時滞在施設として開放されることがあります。

30年以内に70％の確率で発生と予想今
後

設備が損傷して断水や停電が起こる。ト
イレ、冷蔵庫が使用できない。エレベー
ター等が動かず外出できない

トイレの水を流せない。上層階の住人が
排水管の破損を確かめず、溜めておいた
水などを流すと、1階のトイレから汚水
があふれたり、逆流する可能性がある

生きていくのに不可欠な水、食料、トイレ、薬等を備蓄。
医療ケアが必要な方等は非常用電源の準備。避難
所では在宅非難の方にも食料等の配布を行います

簡易トイレ等を使用し、排水管に異常がないか確
認されるまで、水を使わない

課題 手立て

自宅に住める人 在宅避難

災害時に役に立つ！
通信確保の

ための
対応ガイド

「東日本大震災では歩いて帰った」と首都直下型地震で
も「どうにかなる」と考える人は少なくないようです。が、
首都を大地震が直撃すれば状況は違います。命を守る、
実効性のある帰宅困難者対策を求めていきます。

【汚い、数が少ない、遠い】
水分を控えて健康上リスクが高くなる

【冷たい、単調】
食欲がおちて、体力も衰える

【 床に直接で埃等を吸い込む、
 立ち上がりにくい】
肺炎や感染症、足の静脈に血栓
ができるエコノミー症候群になる

【確保しづらい】

【取りづらい】

被災者20人に一台以上のトイレを確保。
トイレまでの距離を極力短くする

家庭科室を避難所エリアに設置するよう
にして温かい料理を提供する

一人当たりの面積を広げ、
ベットを整備する
（現時点では各避難所に約50）

パーテーションなどで仕切る
（現時点では各避難所に約50）

改築等の折には、音楽室や図工室、家庭科
室、図書室などを避難所近くに、被災者同
士がコミュニケーションをとりやすくする

課題 手立て

自宅に住めなくなった人 避難所 ※住む家がある人は基本受け入れられない

トイレ

食事

寝床

コミュニ
ケーション

プライバシー

【体験利用ができる日】
・毎月1日と15日　
・正月三が日（1月1日～1月3日）
・防災とボランティア週間
 （1月15日～1月21日）
・防災週間（8月30日～9月5日）

使って

みよう !!

家族の安否が知りたい…

三角連絡法の仕組み
災害発生時、被災地にいる
人同士ではとくに電話がつ
ながりにくくなります。しか
し、遠隔地にいる人となら
つながりやすいため、離れ
た場所に住む家族や親戚、
知人の家を連絡先に決め、
そこを中継点にして家族の
安否確認や連絡をとる方法です。家族の電話番号だけではなく、ど
こで落ち合うか、集合場所も事前に決めておくことも重要です。

群集雪崩
※

無
事
で
す

無
事
で
す

連絡先
電話 ０８０-３０２７-２７５８
 ０３-５８０３-１３１６（文京みらい・議員控室）
住所 文京区小石川4-14-24-107

atsukok@abelia.ocn.ne.jp海津敦子新聞
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海津敦子

区政の
相談室

学校、子育て、介護、ご近所等々、気軽にご相談
ください。一人で、家族だけで抱えて悩んでいる
と迷路へ入ることも。あなたの「今」に間に合う
ように、我が事として解決策を共に考えていき
ます。ご相談に応じ専門家と連携します。

徹底的に
区民目線

で

区政をチ
ェック！



　
児
童
数
増
加
で
増
築
す
る
、
林
町
、

本
郷
、
湯
島
小
。
改
築
が
進
む
、
誠
之
、

明
化
、
柳
町
小
。
い
ず
れ
の
計
画
に
も

「
新
し
い
時
代
の
学
び
」を
実
現
す
る
施

設
整
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
誠
之
小
の
児
童
数
は
、
計
画
時
の
推

　
文
京
区
は
令
和
7
年
度
に
児
童
相
談

所
を
開
設
予
定
で
す
。
児
童
相
談
所
は

「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」の
た
め
、な
お

か
つ「
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
む
」と

い
う
理
念
の
基
に
業
務
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
児
童
相
談
所
は
虐
待
予
防
も
重
要

な
仕
事
で
す
。国
が
示
す「
虐
待
対
応
の

手
引
き
」に
は
子
ど
も
側
の
リ
ス
ク
の
中

に
「
障
害
児
、何
ら
か
の
育
て
に
く
さ
を

持
っ
て
い
る
子
ど
も
等
で
あ
る
」こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
文
京
区
で
は
教
育
セ

ン
タ
ー
が
、
臨
床
心
理
士
等
の
専
門
家

を
中
心
に
学
校
·
保
育
園
·
幼
稚
園

等
と
連
携
し
て
、
障
害
児
等
の
子
ど
も

と
家
族
の
支
援
を
行
う
の
が
役
割
で
す
。

　
文
科
省
は
、「
新
し
い
時
代
の
学
び
を
実
現
す
る
」と
し
て
、学
校
の
改
築
・
改
修
等

に
お
い
て
具
体
的
に
次
の
よ
う
な
内
容
を
求
め
て
い
ま
す
。

定
で
し
た
。
が
、
今
や
そ
の
余
裕
は
あ
り

ま
せ
ん
。
5
ク
ラ
ス
、
6
ク
ラ
ス
の
学
年

も
あ
る
か
ら
で
す
。
児
童
数
約
8
0
0

人
の
大
規
模
校
の
た
め
、
音
楽
室
等
の

特
別
教
室
を
２
つ
設
け
た
も
の
の
、そ
う

し
た
教
室
も
普
通
教
室
に
転
換
せ
ざ
る

を
得
な
い
可
能
性
が
出
て
い
ま
す
。
新

し
い
時
代
の
学
び
を
実
現
す
る
学
校
と

は
言
い
難
い
環
境
に
な
っ
て
し
ま
い
か

ね
ま
せ
ん
。明
化
、柳
町
小
に
も
同
様
の

こ
と
が
起
こ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。子

ど
も
は
未
来
で
す
。税
金
の
使
い
方
と
し

て
本
当
に
こ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
学
習
指
導
の
み
な
ら
ず
、
学
校
が
抱

え
る
課
題
は
、
よ
り
複
雑
化
·
困
難
化

し
て
い
ま
す
。一
方
、教
員
業
務
の
中
に

は
教
員
で
な
く
て
も
担
え
る
も
の
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。文
部
科
学
省
で
は
、

教
師
の
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
を
見
直

し
、
子
供
た
ち
に
対
し
て
効
果
的
な
教

育
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
校
に
お

け
る
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
教
員
が
自
ら
の
指
導
力
を
広
げ
深
め
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
最
適
な
学
び
を

定
数
よ
り
も
増
え
、一
期
工
事
が
終
わ
っ

た
現
段
階
で
す
で
に
完
成
後
も
、
教
室

数
が
不
足
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
も
そ
も
、
少
人
数
指
導
等
の
多

様
な
教
育
活
動
に
使
用
す
る
教
室
も
含

め
、
各
学
年
に
4
教
室
を
整
備
す
る
予

　
し
か
し
、
虐
待
予
防
の
中
核
を
担
う

重
要
な
施
設
と
し
て
の
自
覚
が
足
り
ま

せ
ん
。
最
悪
な
悲
劇
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

子
ど
も
や
家
族
の
願
い
を
尊
重
し
た
支

援
で
伴
走
で
き
る
事
業
へ
と
再
構
築
す

る
こ
と
が
急
が
れ
ま
す
。

　
各
機
関
が
、同
じ
ケ
ー
ス
を
み
て
い
て

も
「
大
丈
夫
」と
思
う
機
関
、
危
機
感
を

持
つ
機
関
、温
度
差
が
あ
り
ま
す
。各
機

関
が
、
自
分
の
役
割
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、よ
り
実
効
力
の
あ
る
見
守
り
の
た
め

に
、
他
機
関
と
ど
の
よ
う
に
連
携
す
れ

ば
網
か
ら
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
支
援
が
で

き
る
か
、そ
の
あ
り
方
を
、福
祉
、教
育
、

保
健
所
、
警
察
等
と
模
索
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
世
界
各
地
で
、
豪
雨
や

猛
暑
等
の
異
常
気
象
に

よ
る
災
害
が
発
生
し
、

地
球
温
暖
化
対
策
は

待
っ
た
な
し
で
す
。
区

は
、
２
０
５
０
年
度
ま

で
に
二
酸
化
炭
素
排

出
量
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を

目
指
し
ま
す
。

　
区
民
·
事
業
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
自
宅
等
に
太
陽
光
発
電
や
蓄

電
池
、
複
層
ガ
ラ
ス
な
ど
の
設
備
設
置
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。が
、区
自
ら
は
、今
年
度
に

実
施
す
る
「
老
朽
化
の
進
ん
だ
区
立
小
中
学

校
の
屋
上
防
水
、外
壁
·
サ
ッ
シ
等
の
改
修
」

を
行
う
事
業
で
は
、脱
炭
素
社
会
を
目
指
す

工
事
を「
一
切
し
な
い
」と
い
う
実
態
。矛
盾

し
て
い
ま
す
。

　
荒
川
区
で
は
、二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減

を
意
識
し
、
す
で
に
10
年
以
上
前
の
学
校
改

修
で
、
屋
上
や
外
壁
の
高
断
熱
化
や
サ
ッ
シ

を
複
層
ガ
ラ
ス
に
交
換
し
て
い
ま
す
。一
方
、

文
京
区
で
見
え
て
き
た
の
は
、
改
修
計
画
で

「
脱
炭
素
の
こ
と
な
ど
考
え
て
い
な
か
っ
た
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
区
は
脱
炭
素
に
向
け
た
行ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

動
計
画
を
作

成
し
、「
区
内
の
各
施
設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
や
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
観
点
に
立

ち
、自
ら
率
先
し
て
地
球
温
暖
化
対
策
の
取

組
を
行
う
」
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
改

築
・
改
修
工
事
に
お
い
て
も
、
役
所
内
外
の

英
知
を
集
め
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た

結
果
を
残
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

保
障
す
る
こ
と
が
と
て
も
重

要
で
す
が
、教
員
は
疲
弊
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感

染
防
止
対
策
な
ど
で
も
教
員

の
負
荷
が
増
え
て
い
ま
す
。ま

た
、I
C
T
ス
キ
ル
の
向
上
な

ど
一
時
的
に
は
教
員
の
負
荷

が
さ
ら
に
増
え
る
側
面
も
あ

り
、
教
員
の
業
務
負
荷
軽
減

は
待
っ
た
な
し
で
す
。

　
今
、
教
員
が
担
う
多
岐
に

わ
た
る
業
務
全
般
を「
棚
卸
」

し
て
洗
い
出
し
、「
見
え
る

化
」す
れ
ば
、教
員
以
外
で
も

担
え
る
も
の
、
本
来
的
に
不

要
な
も
の
、
教
員
が
や
る
べ

き
も
の
、
等
の
分
類
が
で
き

ま
す
。

　
教
員
に
加
え
て
、
学
校
図

書
館
司
書
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
の
専
門
家
や
支
援
職

員
の
参
画
を
得
て
、子
ど
も
の

成
長
を
支
え
る「
チ
ー
ム
学

校
」の
構
築
が
急
務
で
す
。目

指
す
の
は
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
し
た
学
校
で
す
。

子ども一人ひとりにとって安全 · 安
心な居場所、ともに集い、学び、
生活する学校施設。

学級単位でひとつの空間で一斉に
黒板に向いての授業スタイルだけ
でなく、個別学習やグループワー
ク等の多様な学びのスタイルを支
える学び舎。

普通教室の広さ（平均 64㎡）では、
学級規模によって空間的な余裕が
ない。ロッカースペース等を廊下に
出すなど等で、「1 人 1 台」端末環
境に対応し、かつ、多様な学習 · 活
動内容を踏まえた教室面積を確保

デジタル化の中、読書 · 学習 · 情報
のセンターとして機能が十分に果
たせる学校図書館の整備

コミュニケーション · リフレッシュ
の場（ラウンジ）の整備

教職員が働く場として、学年や教
科等を超えた横断的な観点で学校
全体を運営していくことや、 支援ス
タッフの参画等、多様な人材による

「チーム学校」として学校運営を進め
ていくことができる執務空間の整備
※�学校図書館は地域開放を視野に入れるこ
とも重要。

そ
れ
は
今
の
積
み
重
ね
。理
想
を
実
社
会
で
ど
う
実
現
さ
せ
る
か
、子
ど
も
と
共
に
考
え

抜
く
。子
ど
も
に
教
え
る
前
に
大
人
が
自
分
の
頭
で
考
え
、実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

教
員
の
業
務
負
荷
軽
減
は

待
っ
た
な
し

チ
ー
ム
学
校
の

実
現
を

連
携
不
足
を
お
こ
さ
な
い
た
め
に

連
携
不
可
欠
な
教
育
セ
ン
タ
ー

大
き
な
問
題
が
・
・
・

ま
ず
は
実
態
の
見
え
る
化

～
教
員
業
務
の
棚
卸
を
！

不登校になる可能性は誰にでもある

■  まさか先生が…
児童生徒にわいせつ行為を行った教員を再び教
壇に立たせないために制定された「法律」が施
行されました。ただし、国は、「教員という権
威と信頼を悪用し、被害児童生徒が自身の被害
に気付かないように性暴力に至ったケースな
ど、事態は深刻な状況にある」と考えています。

■  子ども間での性暴力
学校内において、子どもの間で性暴力がおこる
ケースもゼロではありません。
まさか「子どもがそんなことをするはずがない」
と、真摯に向き合わずに処理してしまうことも
あり得るそうです。

■  未然防止、早期発見につなげるように
教育委員会は、「誰も被害者にも加害者にもし
ないよう、子どもの発達段階にあわせて性を
めぐる課題はしっかりと教えていく」として
います。性教育（下着をつけたときに隠れる
場所であるプライベートゾーン、いいタッチ ·
わるいタッチ）や相談する重要性、スマホと
のつきあい方などを教える時間を確実に設け
ることです。
さらには、日頃より学校は、子どもから信頼を
得られるように努めるべきです。学校で自分は

大事にされている思いがあってこそ、相談もで
きます。例えば、学校が子どもの「あるべき態
度」を決めてしまい、学校にとって望ましい子
とそうでない子を色分けしないこと。子どもか
らの小さな SOS を聞き流して「失望感」を抱
かせるような「あきらめの経験」をさせないこ
とです。

■  絶対に許さない～スピード感をもって対応
教員間の悪しき仲間意識などから、「事実があ
ると思いながらも放置したり、隠蔽したりする
ことがないよう」に、学校内の認識を見直すこ
とが重要です。
今後は、早期発見のためにも、教員からの「体
罰等」を児童生徒に調査する際や、「いじめア
ンケート」等を行う際には、「性暴力とはどの
ようなことか」を説明した上で、性暴力被害の
質問項目を設けること。また、「定期的にプラ
イベートゾーンを触られことはありますか」と
いったアンケートを行い、早期発見のツールと
するなど早急な手立てが必須です。
まずは、危機管理として、学校内で
性暴力被害があったときの学校
対応を各校が十分に理解して
おくこと。繰り返し確認し合
うことを求めていきます。

※	�

複
層
ガ
ラ
ス
と
は
：
２
枚
以
上
の
ガ
ラ
ス
で
空
気
を
挟
ん
だ
ガ
ラ
ス
。

冬
は
外
の
冷
た
い
空
気
を
入
り
に
く
く
、
夏
は
太
陽
の
熱
を
入
り
に
く

く
す
る
。

「明日、また

行きたい学校」へ

これからの学校施設のあり方

性暴力は心の殺人～学校で性暴力被害がおこったら

（尼崎市教育委員会、医
師、福祉、警察、弁護士、
NPOなどで作成）

または
（全国共通ダイヤル）

「学校で性暴力被害
がおこったら」

文京区教育委員会
は、以下の対応に
ついても認識して
います。

東京都性犯罪・性暴力被害者ワンストップ支援センター

03-5607-0799 #8891

性暴力救援ダイヤル NaNa【24時間365日受付】

子
ど
も
た
ち
に

輝
く
未
来
を
つ
な
ぐ

学校

児
童
相
談
所
開
設 

～
誰
も
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
に

支援

エ
ネ
ル
ギ
ー
か
し
こ
く
使
っ
て

豊
か
に
い
き
る
脱
炭
素
の
ま
ち
文
京 

環境「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」宣
言
！

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」宣
言
！

本
気
？

文科省が、不登校を経験した児童生徒から「不登校の最初のきっ
かけ」を聴いた調査によると、小学生で一番多いのは「先生の
こと」。中学生は「身体の不調」でした。学校が考える「不登校
のきっかけ」とは違いがあります。

●   ●   ●   ●     不登校は学校側の問題として捉える ●   ●   ●   ●

文京区は、不登校の出現率が高い状況です。不登校の子どもや保
護者から聞く原因として、「先生の発言がきっかけ」が少なくあ
りません。教育委員会は、学校側が推察する「不登校の原因」だ
けではなく、「先生が子どもを傷つける傍観者になっていなかっ
たか」「子ども本人にも悪い点があるなどと考え、孤独感や孤立
感を抱かせることがなかったか」、身内をかばうことなく、子ど
もの視点に立ち省察し、学校のあり方を改善することが重要です。

不登校になっている児童生徒の要因【文京区立各小中学校の考え】

小学校

中学校

1「無気力、不安」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28.6％ 
2「親子の関わり方」・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16.5％　
3「学業の不振」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15.3％

1「いじめを除く友人関係をめぐる問題」・・・・・・・・・ 27.2％
2「学業の不振」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22.4％　
3「無気力、不安」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12.0％
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